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【安全・安心・快適なまち】 

相田 翔（あいだ しょう） 穂高東中 

 

 私は、穂高東中学校二年、相田 翔です。 

 安全安心、快適なまちグループでは、事故や災害詐欺などについて学習しました。そこ

で、各議員から質問させて頂きます。 

 私は、安全で安心できる安曇野市についてお尋ねします。 

 私は、高齢者の方が、事故の被害者や加害者になることのない安曇野市を目指していま

す。しかし、安曇野警察署管内の事故件数を伺ったところ、平成２９年度には、３０００

件前後の事故が起きています。その内、高齢者がかかわる事故は、人身事故、物件事故と

もに４０％前後にのぼるということです。 

 これは、高齢者の「身体能力」「視力」「判断力」の低下と交通安全に対する意識の低下

が原因ではないかと、担当の方が語ってくださいました。 

 そこで私は、高齢者の交通安全に対する意識向上のための施策を充実させる、というこ

とを提案します。これまでも、高齢者を対象とした交通安全教室は実施されていますが、

参加者が少ないこと、講話型の教室が多いことが話題となっています。また、実際に目で

見たり体験したりできる交通安全教室を今より多く実施することを提案します。 

 この活動を行う中で「どうすればより多くの高齢者に交通安全教室やパンフレットの存

在を知ってもらうのか」等の心配が出てくるかもしれません。それは、区ごとにパンフレ

ットを配ったり、交通安全教室の実施日時を連絡したりすることで解決します。 

 講話を聴いて自分自身の問題として考えた事を書き込んだり体験したりすることにより、

交通安全への意識が高まり、高齢者事故の少ない安曇野市になるのではないでしょうか。 

以上で私からの質問を終わります。ありがとうございました。 

 

（※答弁後のコメント） 

私も地区の行事などの時に高齢者のひとと話すことが多くあるので、そういう時に交通

事故に気を付けてくださいなどと声がけを行っていこうと思います。ありがとうございま

した。 

 

【ご担当部】市民生活部 地域づくり課 
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【安全・安心・快適なまち】 

大久保夏輝（おおくぼ なつき） 穂高西中 

 

 私は、穂高西中学校二年、大久保夏輝です。 

 私は、子どもや高齢者のことを考えた都市計画について、お尋ねします。 

 私は、「子どもから高齢者の方まで、安心して楽しく暮らせるようなまちづくり」を理想

としています。しかし、私が思う課題は公園整備や緑化が不足しているところがあるので

はないかという点です。理由は遊具の劣化、公園整備の補修が行き届いていないと思うか

らです。 

 そこで私は、子どもや高齢者のことを考えた公園づくりを考えました。 

 そのために、市にお願いしたいことが五つあります。それは、安曇野市内の公園施設（ト

イレや遊具、休憩施設など）の補修更新、道をきれいにすること、車椅子の方が行きにく

い段差の排除、地面の芝生化、そしてＬＥＤを使った灯具を増やすことです。 

 公園施設の補修をすれば、災害が起きた時に壊れたりせず、地区の避難所にもなります。 

また、道をきれいにしたり、段差を排除したりすることで、みんながけがをせず公園を

使用できると思います。そして、灯具をＬＥＤ化することで、長寿命化や省電力にもなり、

電気料金の大幅な節減も可能になります。 

ですが、この事業を実現するためには、長い年月と時間、莫大な費用が必要となります。 

 しかし、これを実現することで安曇野市は子どもから高齢者の方たちのふれあい、憩い

の場として安心して、楽しく暮らせるような町や公園ができると思います。 

 以上で私からの質問を終わります。ありがとうございました。 

 

（※答弁後のコメント） 

 このことが実現したら、私は地域の方にアンケートをして考えを聞いたり、高齢者の方

や車椅子等の体が不自由な方に意見を聞いたりして、改善していきたいと考えています。

ありがとうございました。 

【ご担当部】都市建設部 都市計画課 
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【安全・安心・快適なまち】 

山田愛海（やまだ あいみ） 豊科南中 

 

 私は、豊科南中学校二年、山田愛海です。 

 私は、災害への備えや対策についてお尋ねしたいと思います。 

 私は、市民が災害について意識を高めるような安曇野市を理想としています。しかし、

市民の方々が災害への知識、関心があまり高くないことが課題だと考えます。 

 それは、日本各地で台風や地震が発生しているものの、安曇野市民は実際体感したこと

がないからではないかと思います。 

 そこで、私は「防災の日」に安曇野市内全域を停電にするという方法を考えました。 

 その実現のため、「市」にお願いしたいことは、ＳＮＳやテレビ、ＣＭ、回覧板等の全て

による情報の提供をお願いしたいと考えています。 

 そうすることで、次のような心配が出てくるかもしれません。例えば病院や電気を絶対

に使わなければいけない人や場所が出てくるかもしれません。ですが、それは事前調査や

申告、近所近隣による手助けをすれば解決すると思います。 

 そうすることで、おのずと防災に対する意識が高まるとともに、実際に災害が発生した

時の対応を考えることができるのではないでしょうか。 

 以上で私からの質問を終わります。ありがとうございました。 

 

（※答弁後のコメント） 

学習会で学んだことを活かして日々の会話で用いたり、災害への意識を高めたりしてい

こうと思いました。ありがとうございました。 

【ご担当部】総務部 危機管理課 

 

 

  


